
 

 

 

 

当組合は、１９６１年１１月１日の創立以来、相互扶助の精神のもと地域経

済の発展に寄与し、本年、創立６０周年の節目を迎えます。 

これまでの歩みは、国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」と理

念を同じくするものであり、これからも地域社会に必要とされるオンリーワン

の金融機関を目指し、地域経済の発展と地域社会の持続的な繁栄に向けた取組

みを実施して参ります。 

令和３年 ６月 １日 

信用組合広島商銀 

理事長 井上 一成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショーギン ＳＤＧＳ宣言 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）とは 

 ２０１５年９月に国連サミットで「持続可能な世界の実現」を目指すため採択され

た、２０３０年までに達成する共通の目標。「誰一人取り残さない」という理念のも

と、世界共通の課題である貧困・飢餓の撲滅、健康福祉、教育、働きがい、男女の平

等など１７のゴールと１６９のターゲットで構成されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域経済の活性化への取組 

 中小事業者への本業支援 

（事業性評価・生産性向上融資の取組） 

 中小事業者の経営改善、事業再生支援 

 創業支援、第二創業支援 

 事業承継支援 

 業務提携先との連携による事業者支援 

 

 

地域社会への貢献 

 Ｂリーグ「広島ドラゴンフライズ」のサポーター就任 

 献血運動の実施（しんくみの日週間） 

 地域清掃活動（ロードボランティア）の実施 

 しんくみピーターパンカードによる寄付金 

 マネー・ローンダリング、テロ資金供与対策 

 特殊詐欺の撲滅に向けた取組 

 

 

環境保全への取組 

 再生可能エネルギー関連融資の取組 

 クールビズの実施 

 電力使用量の削減、ＬＥＤ照明の導入 

 災害、感染症等への対策 

 

 

 

 

人材育成等の取組 

 メンタルヘルス・ストレスチェックの実施 

 各種資格取得の推進 

 階層別研修・ｅラーニング研修の実施 

 女性職員の活躍推進 

 育児・介護休業制度、有給休暇取得の促進 

 

 

広島商銀のＳＤＧＳへの取組 


